
お

も
と
さ
ん

ざ

す

し
き

愛
輔
に
訴
え
ら
れ
、
円
空
は
御
許
山
座
主
職
を
改
替
さ
れ
た
。

ト
、
野
仲
次
郎
太
郎
道
雄

正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
以
前
、
下
毛
郡

麻
生
郷
藍
原
屋
敷
二
か
所
（
現
中
津
市
相
原
）
を
押
領
し
た
と
宇
佐
宮
に

訴
え
ら
れ
、
神
領
興
行
法
に
よ
っ
て
社
家
に
返
付
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
宇
佐
宮
供
僧
の
訴
え
る
下
毛
郡
野
仲

大
家
両
郷
内
自
見
名
に
対
す
る
鎮
西
探
題
の
裁
許
に
応
じ
な
い
と
し
て
、

強
制
執
行
の
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。

チ
、
野
仲
郷
司
道
氏

嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
三
月
以
前
、
宇
佐
曹

や
っ
か
ん
ひ
が
し
う
ち
あ
げ

司
河
頬
小
路
屋
敷
一
所
・
駅
館
東
打
上
畑
地
二
反
の
道
氏
の
放
券
を
小

山
田
社
へ
宇
佐
大
宮
司
公
敦
が
寄
進
し
て
い
る
（
小
山
田
文
書
）。

ま
た
、
彼
は
文
保
三
年
（
一
三
一
九
）
五
月
、
幕
府
の
命
令
で
、
別
府

孫
太
郎
種
房
と
と
も
に
弥
勒
寺
に
派
遣
さ
れ
、
刃
傷
狼
藉
の
検
証
に
当

た
っ
て
い
る
（
宇
佐
永
弘
文
書
）。

こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
だ
け
で
も
史
料
上
に
数
多
く
登
場
し
て
い

る
。
次
の
南
北
朝
期
は
野
仲
惣
領
家
は
お
お
む
ね
北
朝
方
と
し
て
行
動
す

る
が
、
足
利
方
と
な
っ
た
た
め
、
南
朝
方
に
よ
っ
て
所
領
を
没
収
さ
れ
、

一
二
〇
町
歩
が
長
門
一
宮
・
二
宮
へ
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

室
町
時
代
は
大
内
氏
の
被
官
と
な
り
、
下
毛
郡
代
と
し
て
活
躍
し
た
。

し
げ
か
ね

戦
国
時
代
、
野
仲
鎮
兼
は
秋
月
種
実
と
結
び
、
し
ば
し
ば
大
友
宗
麟
に
背

き
、
独
立
し
よ
う
と
し
た
。

以
上
の
野
仲
氏
を
系
図
に
し
て
み
る
と
次
の
ご
と
く
な
る
。

野
仲
助
道

道
俊

道
行

□
□

道
氏

正
行

道
雄

宗
通

第
二
節

蒙
古
の
襲
来
と
宇
都
宮
通
房
の
下
向

文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
蒙
古
の
フ
ビ
ラ
イ
の
命
令
に
よ
っ
て
、
使
者

が
太
宰
府
に
到
着
し
た
と
い
う
少
弐
資
能
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
鎌
倉
の

執
権
北
条
政
村
は
連
署
時
宗
と
そ
の
職
を
交
代
し
、
こ
の
国
難
を
切
り
抜

け
よ
う
と
決
意
し
た
。

文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
九
月
、
幕
府
は
鎮
西
に
所
領
を
有
す
る
御
家

人
に
対
し
、
下
向
し
て
守
護
人
と
と
も
に
異
国
の
防
禦
を
致
し
、
ま
た
領

内
の
悪
党
を
鎮
め
る
よ
う
通
達
し
た
。

つ
い
で
、
同
九
年
二
月
、
豊
野
の
守
護
大
友
頼
泰
は
、
筑
前
・
肥
前
両

国
の
要
害
を
守
護
す
る
た
め
、
三
月
晦
日
ま
で
に
東
国
か
ら
下
向
す
る
御

家
人
を
引
き
連
れ
、
役
所
を
受
け
取
り
、
御
家
人
ら
を
差
し
置
く
た
め

に
、
代
官
を
派
遣
し
た
か
ら
、
早
く
か
の
人
に
尋
ね
、
懈
怠
無
く
勤
仕
す

る
よ
う
伝
達
し
た
。

同
十
年
（
一
二
七
三
）
十
一
月
、
少
弐
資
能
は
鎌
倉
か
ら
の
次
の
よ
う

な
命
令
を
管
国
内
の
御
家
人
に
伝
達
し
た
。

国
々
悪
党
の
こ
と
、
守
護
人
緩
怠
を
致
し
、
御
家
人
等
籠
め
る
の
間
、
断
絶
せ
ず
と

云
々
、
早
く
豊
前
・
筑
前
・
肥
前
・
壱
岐
・
対
馬
等
の
国
々
、
警
固
せ
し
む
べ
き
也
、
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（大隅） 

（
日
向
） 

（筑前） 
（筑後） 

（肥前） 
（肥後） 

（豊前） 

青木 
姪ノ浜 

糸
島
郡 今

津 

志
賀
島 

（
薩
摩
） 

博多 

箱
崎 

香
椎 

（
豊
後
） 

道中
ノ
海 

文
永
の
役 

弘
安
の
役 

こ
の
上
な
お
蜂
起
の
由
、
そ
の
聞
こ
え
有
ら
ば
、
守
護
と
い
い
、
御
家
人
と
い
い
、

所
職
を
改
め
ら
る
べ
き
也
、（
下
略
）

（
原
漢
文
、
来
島
文
書
）

ば
っ

こ

蒙
古
の
襲
来
が
近
い
と
い
う
の
に
、
国
内
で
は
悪
党
が
跋
扈
し
、
こ
れ

に
対
す
る
対
策
に
追
わ
れ
る
状
況
で
、
九
州
の
人
々
に
は
、
蒙
古
に
対
す

る
危
機
感
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

文
永
の
役

文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
十
月
、
元
・
高
麗
の
連
合

軍
四
万
が
九
〇
〇
艘
の
船
に
乗
っ
て
、
対
馬
・
壱
岐
に

襲
来
し
た
。

蒙
古
人
、
対
馬
・
壱
岐
に
襲
来
し
、
合
戦
を
致
す
の
間
、
軍
兵
を
差
し
遣
わ
さ
れ
る

所
な
り
。
且
つ
九
国
の
住
人
等
、
そ
の
身
、
た
と
い
御
家
人
な
ら
ず
と
い
え
ど
も
、

軍
功
を
致
す
の
輩
有
ら
ば
、
抽
賞
せ
ら
る
べ
き
由
、
普
く
告
知
せ
し
む
べ
き
の
状
、

仰
せ
に
依
っ
て
、
執
達
件
の
如
し
。

文
永
十
一
年
十
一
月
一
日
（
連
署
北
条
義
政
）
武
蔵
守
在
判

（
執
権
北
条
時
宗
）
相
模
守
在
判

大
友
兵
庫
入
道
殿

（
原
漢
文
、
大
友
文
書
）

と
、
非
御
家
人
を
合
戦
に
参
加
さ
せ
、
同
時
に
彼
ら
を
御
家
人
化
す
る

き
っ
か
け
と
し
た
。
こ
の
情
報
は
、
中
国
地
方
の
御
家
人
に
も
伝
え
ら

れ
、
出
動
準
備
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

対
馬
守
護
代
宗
資
国
の
軍
勢
を
壊
滅
さ
せ
、
壱
岐
島
を
ほ
う
っ
た
元
・

高
麗
軍
は
博
多
湾
に
侵
入
し
、
一
隊
は
糸
島
半
島
の
今
津
へ
上
陸
を
開
始

も
も

じ

し
、
一
隊
は
百
道
浜
付

近
へ
、
一
隊
は
箱
崎
宮

付
近
へ
上
陸
し
て
き

た
。九

州
の
御
家
人
を
指

揮
し
た
の
は
、
前
三
国

と
対
馬
・
壱
岐
二
島
の

守
護
少
弐
資
能
と
後
三

国
の
守
護
大
友
頼
泰
で

あ
っ
た
。
日
本
側
一
〇

万
の
防
禦
勢
は
、
元
軍

の
槍
の
集
団
戦
法
・
短

弓
・
毒
矢
・
て
っ
ぽ
う

と
い
っ
た
勝
手
違
っ
た

戦
法
に
悩
ま
さ
れ
、
終

日
戦
っ
て
疲
れ
、
大
宰
府
へ
撤
退
し
た
。
元
軍
も
船
に
戻
り
、
夜
間
に
博

多
湾
か
ら
出
て
行
っ
た
。
日
本
側
の
勇
敢
な
攻
撃
、
元
軍
の
兵
器
の
不

足
、
寒
波
の
襲
来
に
よ
る
風
波
を
考
え
て
の
撤
退
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
文

永
の
役
と
い
う
。

異
国
警
固

番
役
の
強
化

文
永
十
二
年
二
月
、
蒙
古
の
再
来
を
予
想
し
て
、
鎌
倉

幕
府
は
使
者
を
送
っ
て
、
蒙
古
警
固
番
役
を
指
示
し

た
。

図４―２ 蒙古進入路と異国警固番役担当地

第２章 鎌 倉 時 代

元軍侵入路
（ ）異国警固担当地
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春
三
ケ
月

筑
前
国

肥
後
国

夏
三
ケ
月

豊
前
国

肥
前
国

秋
三
ケ
月

豊
後
国

筑
後
国

冬
三
ケ
月

日
向
国

薩
摩
国

大
隅
国

同
年
六
月
の
筑
後
国
の
御
家
人
野
上
資
直
へ
の
書
状
で
は
、
七
月
一
日

よ
り
同
晦
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
一
番
衆
の
う
ち
と
し
て
、
筑
後
国
守
護

所
辺
に
て
勤
番
し
、
三
番
編
成
と
す
る
が
、
異
敵
来
着
所
に
は
、
当
番
で

な
く
と
も
す
ぐ
に
馳
せ
向
か
う
よ
う
指
示
さ
れ
た
。

ま
た
七
月
に
は
、
去
年
の
異
賊
襲
来
の
と
き
、
戦
場
に
臨
ん
で
、
進
ん

で
戦
わ
ず
、
あ
る
い
は
、
別
の
所
を
守
る
と
称
し
て
馳
せ
向
か
わ
な
い
輩

が
多
か
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
今
後
、
そ
の
よ
う
な
不
忠
の
者
は
、

罪
科
に
処
す
と
触
れ
だ
し
た
。

宇
佐
宮
に

勲
功
の
賞

建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
十
月
、
異
国
降
伏
の
祈
願
成

就
に
つ
き
、
幕
府
は
豊
前
国
到
津
、
勾
金
の
両
庄
地
頭

職
を
宇
佐
宮
へ
寄
進
し
た
。

ま
た
、
同
年
十
一
月
、
御
家
人
た
ち
に
、
蒙
古
合
戦
勲
功
の
再
確
認
を

す
る
た
め
、
代
官
を
差
し
出
さ
せ
た
。

高
麗
遠
征
計
画

と
石
築
地
役

建
治
二
年
三
月
、
幕
府
は
逆
に
渡
海
し
て
高
麗
を
攻

撃
し
よ
う
と
す
る
計
画
を
進
め
た
。

異
国
発
向
用
意
条
々

一
、
所
領
の
分
限
、
領
内
の
大
小
の
船
呂
数
、
并
に
水
手
・
梶
取
り
の
交
名
年
齢

注
進
せ
ら
る
べ
し
、
兼
ね
て
ま
た
、
来
月
中
旬
を
も
っ
て
博
多
津
へ
送
り
付
く

る
の
よ
う
相
構
え
る
べ
き
事
、

一
、
異
国
に
渡
る
の
時
、
相
具
す
べ
き
上
下
の
人
数
年
齢
、
兵
具
、
同
じ
く
注
申
せ

ら
る
べ
き
事
、

（
以
下
略
）

（
野
上
文
書
）

と
、
三
月
二
十
日
以
前
に
申
告
す
る
よ
う
厳
命
さ
れ
た
。

ま
た
、
高
麗
発
向
者
以
外
に
、
要
害
の
石
築
地
を
割
り
付
け
、
三
月
二

十
日
以
前
に
人
夫
を
相
具
し
、
博
多
津
に
相
向
か
い
、
役
所
を
受
け
取
り

築
造
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

こ
の
石
築
地
の
築
造
と
修
理
は
以
後
、
六
〇
〜
七
〇
年
間
も
継
続
さ

れ
、
御
家
人
を
苦
し
め
、
困
窮
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

豊
前
国
役
所
、
青
木
横
浜
石
築
地
并
に
楯
・
旗
・
征
矢
等
の
事
、

山
田
左
衛
門
入
道
道
密
跡
成
恒
太
郎
右
衛
門
入
道
道
円
分
、
不
日
参
対
せ
し
め
、
今

月
十
五
日
以
前
そ
の
功
を
終
え
ら
る
べ
し
、
も
し
緩
怠
有
ら
ば
注
申
す
べ
く
候
、
よ
っ

て
執
達
件
の
如
し
、

う
る
う

正
安
二

壬
七
月
一
日

直
兼
在
判

成
恒
太
郎
右
衛
門
入
道
殿
代

（
末
久
文
書
）
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正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）、
成
恒
道
円
へ
豊
前
国
の
警
固
番
所
の
青
木

横
浜
（
現
福
岡
市
西
区
今
宿
付
近
）
で
の
石
築
地
役
な
ど
を
命
じ
た
史
料

で
、
豊
前
の
担
当
地
区
が
こ
れ
で
判
明
す
る
。

蒙
古
再
来
の
噂
は
建
治
元
年
九
、
十
月
こ
ろ
と
弘
安
四
年
（
一
二
八

一
）
四
月
こ
ろ
と
、
何
回
と
な
く
流
れ
、
人
々
は
そ
の
た
び
に
動
員
を
か

け
ら
れ
、
疲
労
の
度
を
増
し
て
い
っ
た
。
弘
安
三
年
十
二
月
、
鎌
倉
の
北

条
時
宗
は
「
近
年
、
守
護
や
御
家
人
は
仕
事
上
の
事
や
訴
訟
事
件
な
ど
で

対
立
し
、
同
心
し
な
い
と
い
う
噂
が
あ
る
。
自
身
の
宿
意
を
も
っ
て
、
天

下
の
大
難
を
顧
み
な
い
の
は
、
甚
だ
不
忠
で
あ
る
」
と
戒
め
の
法
令
を
、

鎮
西
東
方
奉
行
大
友
頼
泰
へ
送
っ
て
い
る
。

弘
安
の
役

弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
五
月
、
再
度
の
元
・
高
麗
連

合
軍
が
前
回
と
同
様
の
船
九
〇
〇
艘
に
四
万
人
が
乗
り

込
み
、
対
馬
に
襲
来
し
た
。
二
年
前
に
滅
亡
し
た
南
宋
の
水
軍
三
五
〇
〇

艘
一
〇
万
人
と
共
に
、
出
発
す
る
手
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
か
月

以
上
も
遅
れ
て
到
着
す
る
。

先
発
し
た
東
路
軍
は
対
馬
・
壱
岐
を
破
壊
さ
せ
た
後
、
志
賀
島
に
一
部

が
上
陸
し
、
日
本
軍
と
戦
い
、
敗
北
し
て
壱
岐
に
撤
退
し
、
江
南
軍
の
到

着
を
待
っ
て
、
肥
前
鷹
島
付
近
で
合
流
し
、
上
陸
の
態
勢
を
整
え
た
夜
、

台
風
に
遭
遇
し
、
大
半
が
漂
没
し
た
。
こ
れ
を
弘
安
の
役
と
い
う
。

元
の
皇
帝
フ
ビ
ラ
イ
は
こ
れ
に
懲
り
ず
、
三
回
目
の
遠
征
を
計
画
し
た

が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
日
本
は
、
こ
れ
に
備
え

て
警
固
を
緩
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

条
々

一
、
賊
船
の
事
、
退
散
せ
し
む
と
い
え
ど
も
、
自
由
に
任
せ
、
上
洛
・
遠
行
有
る
べ

か
ら
ず
、
も
し
、
殊
の
急
用
有
ら
ば
、
子
細
を
申
し
、
左
右
に
随
わ
れ
る
べ
し
、

一
、
異
国
降
人
等
の
事
、
各
預
け
置
か
し
め
給
う
分
、
沙
汰
未
断
の
間
、
津
泊
往
来

の
船
、
昼
夜
を
い
わ
ず
、
大
小
を
論
ぜ
ず
、
毎
度
検
見
を
加
え
、
然
る
如
き
の

輩
、
た
や
す
く
海
上
に
浮
か
び
国
を
出
す
べ
か
ら
ず
、
海
人
の
漁
船
と
云
い
、

陸
地
分
と
云
い
、
同
じ
く
そ
の
用
意
有
る
べ
し
、

一
、
他
国
よ
り
始
め
て
来
た
り
入
る
異
国
人
等
の
事
、
制
止
を
加
え
る
べ
し
、

一
、
要
害
の
修
固
并
び
に
番
役
の
事
、
日
ご
ろ
の
如
く
懈
怠
無
く
勤
仕
せ
ら
る
べ
く

候
、

（
原
漢
文
、
野
上
文
書
）

と
、
弘
安
四
年
九
月
、
六
波
羅
探
題
北
条
時
国
か
ら
伝
達
さ
れ
た
こ
の
法

令
を
読
む
と
、
当
時
の
緊
張
し
た
空
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
閏
十
二
月
に
も
、

本
所
一
円
の
地
の
事
、
代
官
を
差
し
下
さ
ず
、
守
護
の
催
し
に
も
従
わ
ず
、
合
戦

を
致
さ
ざ
れ
ば
、
地
頭
を
補
さ
る
べ
し
と
、
奏
聞
を
経
る
べ
き
の
旨
、
六
波
羅
に

仰
せ
ら
れ
お
わ
ん
ぬ
、
然
ら
ば
注
申
す
べ
き
由
、
守
護
人
に
相
触
る
べ
し
、

一
、
鎮
西
所
領
知
行
の
輩
の
事

関
東
要
須
の
仁
は
、
子
息
・
親
類
を
下
し
遣
わ
す
べ
し
、
そ
の
外
は
自
身
下
向
す

べ
き
由
、
定
め
ら
れ
お
わ
ん
ぬ
、
し
か
る
に
、
未
だ
下
向
せ
ざ
る
の
輩
こ
れ
有
ら

ば
、
注
進
す
べ
き
由
、
守
護
人
に
相
触
る
べ
き
也
、

（
原
文
は
漢
文
、
薩
摩
八
田
家
文
書
）

と
、
幕
府
の
力
の
及
ば
な
い
京
都
の
荘
園
領
主
支
配
地
内
の
武
士
（
非
御
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家
人
）
に
も
、
元
寇
合
戦
出
陣
を
義
務
付
け
、
協
力
し
な
い
荘
園
に
は
地

頭
を
設
置
す
る
と
通
告
し
、
関
東
の
御
家
人
で
鎮
西
に
所
領
を
持
つ
者

が
、
ま
だ
子
息
・
親
類
を
も
下
向
さ
せ
て
い
な
い
者
を
調
査
し
て
報
告
す

る
よ
う
守
護
に
命
じ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
御
家
人
た
ち
の
鎮
西
移
住
が

本
格
化
し
た
の
で
あ
る
。

神
領
復
興

と
合
奉
行

弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
六
月
、
鎮
西
の
大
社
の
神
領

が
、
売
却
等
に
よ
っ
て
一
般
人
に
渡
り
、
神
事
が
行
わ

れ
な
く
な
っ
た
り
、
社
殿
の
修
理
も
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
の
で
、
鎌
倉
よ
り
明
石
民
部
大
夫
行
宗
・
長
田
左
衛
門
尉
教
経
・
兵
庫

助
三
郎
政
行
の
三
人
を
派
遣
し
、
大
友
頼
泰
・
安
達
盛
宗
・
少
弐
経
資
を

合
奉
行
と
し
て
、
尋
ね
沙
汰
し
、
売
却
・
質
入
れ
が
確
か
な
ら
ば
、
社
家

へ
返
付
さ
せ
る
よ
う
命
じ
た
。

く

も
ん
し
き

同
時
に
平
家
以
後
の
没
収
地
や
御
家
人
の
名
主
職
・
公
文
職
・
田
所
職

等
を
調
査
し
、
御
家
人
役
を
勤
め
て
い
れ
ば
、
売
却
等
が
二
〇
年
以
上
経

過
し
た
名
主
職
と
共
に
、
地
頭
と
し
て
認
め
よ
と
命
じ
た
。

こ
の
六
人
の
奉
行
は
、

明
石
行
宗
・
大
友
頼
泰
が
肥
前
・
筑
前
・
薩
摩
を

長
田
教
経
・
安
達
盛
宗
が
豊
後
・
豊
前
・
日
向
を

兵
庫
政
行
・
少
弐
経
資
が
肥
後
・
筑
後
・
大
隅
の
、

そ
れ
ぞ
れ
三
か
国
を
奉
行
し
、
返
付
や
安
堵
を
行
わ
せ
た
。

こ
の
任
務
が
厳
正
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
守
護
国
を
避
け

て
い
る
こ
と
に
、
こ
の
改
革
の
担
当
者
安
達
泰
盛
の
北
条
泰
時
の
政
治
を

範
と
し
た
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。み

う
ち
び
と

し
か
し
、
こ
の
改
革
は
台
頭
著
し
い
御
内
人
や
悪
党
と
よ
ば
れ
た
新
興

勢
力
に
少
な
か
ら
ざ
る
打
撃
を
与
え
、
蒙
古
合
戦
の
恩
賞
地
の
捻
出
に
苦

し
ん
で
い
た
幕
府
と
し
て
は
、
大
社
寺
や
中
小
御
家
人
に
対
す
る
恩
賞
と

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
徳
政
で
あ
っ
た
。

霜
月
騒
動
と

岩
門
合
戦

蒙
古
襲
来
を
乗
り
切
っ
た
執
権
時
宗
が
三
十
四
歳
の
若

さ
で
急
死
す
る
と
、
側
近
の
実
力
者
同
志
の
対
立
が
激

化
し
た
。

弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
十
一
月
、
御
内
人
平
頼
綱
が
御
家
人
を
代
表

す
る
安
達
泰
盛
を
襲
撃
し
て
多
数
の
支
持
者
と
一
族
を
滅
ぼ
し
た
。
こ
れ

を
霜
月
騒
動
と
い
う
。

鎌
倉
の
合
戦
で
自
害
し
た
泰
盛
方
の
人
々
の
中
に
、
大
宰
少
弐
武
藤
景

し
ょ
う
け
い

泰
、
同
四
郎
左
衛
門
尉
、
武
蔵
国
で
自
害
し
た
武
藤
少
卿
左
衛
門
尉
の

名
が
見
え
る
。
初
代
資
頼
の
子
息
に
鎌
倉
と
本
貫
の
地
武
蔵
国
に
住
ん

で
、
安
達
氏
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
者
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。

当
時
、
安
達
泰
盛
は
肥
後
国
の
守
護
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
子
息
盛
宗

が
守
護
代
と
し
て
下
向
し
、
蒙
古
合
戦
の
中
心
的
武
将
と
し
て
活
躍
し
た

こ
と
は
竹
崎
季
長
の
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
彼

も
追
討
さ
れ
る
身
と
な
り
、
岩
門
城
に
少
弐
景
資
に
守
ら
れ
て
籠
城
し

た
。少

弐
景
資
は
初
め
三
郎
左
衛
門
尉
と
称
し
て
い
た
が
、
や
が
て
豊
前
守

盛
氏
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
達
泰
盛
の
被
官
と
な
っ
て
、
盛
の
一
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字
を
頂
い
た
ら
し
い
。
し
た
が
っ
て
安
達
盛
宗
と
運
命
を
共
に
す
る
の
も

肯
け
る
こ
と
で
あ
る
。
景
資
は
文
永
の
役
で
敵
将
に
弓
で
重
傷
を
負
わ
せ

た
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、
権
力
者
安
達
泰
盛
と
結
ん
で
、
兄
経
資
を
凌

ぎ
、
あ
た
か
も
少
弐
氏
惣
領
で
あ
る
か
の
よ
う
な
振
る
舞
い
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

少
弐
景
資
が
い
つ
の
こ
ろ
豊
前
守
と
な
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
父

資
能
が
文
永
の
役
の
こ
ろ
ま
で
豊
前
の
守
護
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
こ

ろ
、
豊
前
守
兼
守
護
代
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
豊
前
の
御
家
人
を
引
率
、

指
揮
し
て
、
多
大
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

岩
門
城
で
、
少
弐
景
資
と
共
に
滅
び
、
所
領
を
没
収
さ
れ
た
豊
前
の
武

士
は
上
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
金
田
時
通
は
田
川
郡
、
兵
庫

氏
兄
弟
は
宇
佐
郡
、
入
道
正
行
は
下
毛
郡
の
武
士
で
あ
る
。

霜
月
騒
動
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
人
数
の
御
家
人
が
滅
ん
だ
。
そ
の
た

め
に
弘
安
の
役
の
恩
賞
地
の
不
足
に
苦
し
ん
で
い
た
幕
府
に
は
、
幾
ば
く

か
の
土
地
を
捻
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

豊
前
国
関
係
者
の
恩
賞
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

鎮
西
談
議
所

の

設

置

う
ち
か
ん
れ
い

弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
七
月
、
内
管
領
平
頼
綱
は
従

来
六
波
羅
探
題
が
行
っ
て
き
た
裁
判
を
博
多
で
行
わ
せ

る
こ
と
に
し
た
。
元
寇
に
備
え
て
、
鎮
西
の
武
士
が
九
州
か
ら
離
れ
る
こ

と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。

博
多
で
四
人
の
奉
行
が
寄
合
を
も
っ
て
、
尋
ね
成
敗
し
、
そ
れ
で
も
裁

許
が
困
難
の
時
は
六
波
羅
・
関
東
に
注
進
す
る
こ
と
、
関
東
居
住
者
が
鎮

西
の
者
を
訴
え
る
場
合
は
、
関
東
で
は
受
け
付
け
な
い
の
で
、
下
向
し

て
、
談
議
所
の
沙
汰
を
経
る
こ
と
、
奉
行
人
が
被
告
の
場
合
は
、
残
る

岩
門
合
戦
で
所
領
を
没
収
さ
れ
た
豊
前
国
関
係
者

武

士

名

没

収

地

新

地

頭

出

典

金
田
六
郎

左
衛
門
尉

時
通

上
毛
郡
原
井
村
・
安
雲
村
・
築
城
郡
小
山
田
村

薩
摩
前
司
尊
覚

筑
前
国
岩
門

相
神
家
弘
・
佐
伯
政
秀
・
多
以
良
尊
聖
・
斑
島

左
衛
門
三
郎
・
塞
永
井
源
三
郎
・
青
木
頼
・
三

原
種
能
・
八
楽
重
俊
・
打
橋
泰
幸
・
古
飯
三
郎

豊
前
国
田
川
郡
金
田
村

隠
岐
三
郎
入
道
行
存

比
志
島

比
志
島

二
階
堂

兵
庫
馬
次
郎

兵
衛
尉経

範

兵
庫
馬
三
郎

能
範

宇
佐
郡
佐
野
次
郎
丸

曽
祢
崎
慶
増
・
白
石
通
武

豊
前
国
安
吉
・
吉
久
・
久
光
三
ヶ
所

江
戸
民
部
六
郎
景
忠

下
毛
郡
東
浜
得
永
名

宇
良
金
崎
二
郎

豊
前
国
時
紀
（
弘
カ
）
名

田
中
七
郎
入
道
善
光

あ
い
こ

豊
前
国
阿
弥
陀
仏
寺
大
通
新
開

相
神
浦
次
郎
入
道
妙
連

肥
前
国
松
浦
庄
内
加
々
良
島

松
浦
二
郎
延

肥
前
国
松
浦
庄
内
甘
木
村

白
石
通
継

肥
前
国
松
浦
庄
内
石
垣
村

土
々
呂
木
又
六
家
直

豊
前
国
下
毛
郡
全
得
名

丹
波
房
良
晴

比
志
島

比
志
島

比
志
島

比
志
島

比
志
島

比
志
島

比
志
島

比
志
島

宮
成

野
仲
二
郎

入
道
正
行

豊
前
国
青
木
別
所
符
田
戸
数

倉
上
弥
藤
次

（
下
毛
郡
育
・
曽
木
・
平
田
・
戸
原
カ
）

比
志
島

武

士

名

恩

賞

地

出

典

薩
摩
前
司
尊
覚

上
毛
郡
原
井
村
・
安
雲
村（
佐
田
庄
替
）・
築
城
郡
小
山
田
村

比
志
島

薩
摩
太
郎
盛
房

壱
岐
瀬
戸
浦
預
所
職

比
志
島

野
中
三
郎
宗
通
法
師

薩
摩
国
鹿
児
島
郡
司
職
内
十
分
一

比
志
島

山
田
中
内
政
盛

肥
前
国
神
崎
庄
一
分
地
頭
職

肥
前
櫛
田
神
社

城
野
右
馬
三
郎
入
道

肥
前
国
神
崎
庄
一
分
地
頭
職

肥
前
櫛
田
神
社

小
犬
丸
弥
次
郎
入
道

肥
前
国
神
崎
庄
一
分
地
頭
職

肥
前
櫛
田
神
社

天
雨
田
次
郎
憲
行

肥
前
国
神
崎
庄
一
分
地
頭
職

本
間

第２章 鎌 倉 時 代

491



人
々
で
尋
ね
沙
汰
す
べ
し
と
定
め
た
。

こ
れ
は
重
大
な
改
革
で
あ
っ
た
。
裁
判
権
は
源
頼
朝
の
死
後
は
、
鎌
倉

と
六
波
羅
探
題
の
北
条
氏
が
独
占
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
九
州

の
四
人
の
守
護
に
移
譲
し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
少
弐
経
資
・
大
友
頼
泰
以
外
は
肥
後
国
守
護
執
権
貞
時
の

守
護
代
宇
都
宮
通
房
、
日
向
国
の
守
護
北
条
久
時
の
守
護
代
渋
谷
重
郷
と

北
条
氏
の
代
官
を
加
え
て
い
る
。
宇
都
宮
通
房
と
渋
谷
重
郷
は
御
家
人
で

は
あ
る
が
、
平
頼
綱
と
同
様
、
北
条
氏
の
御
内
人
で
あ
り
、
御
内
人
が
鎮

西
の
裁
判
に
参
画
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
や
が
て
北
条
氏
内

部
か
ら
批
判
が
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
二
月
、
幕
府
は
尾
藤
内
左
衛
門
入
道
と
小
野

沢
亮
次
郎
入
道
両
人
を
派
遣
し
て
、
合
戦
軍
忠
の
注
進
を
わ
ざ
と
漏
ら
し

ひ
い
き

た
り
、
裁
判
に
お
い
て
、
一
方
に
贔
屓
し
て
、
注
進
し
な
い
と
い
う
訴
え

の
子
細
を
尋
ね
き
わ
め
、
報
告
さ
せ
て
い
る
。

鎮
西
探
題
北
条
兼

時
・
時
家
の
下
向

永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
三
月
、
六
波
羅
探
題
兼

時
が
博
多
に
派
遣
さ
れ
、
異
賊
警
固
の
指
揮
を
と

る
こ
と
に
な
っ
た
。
合
戦
の
進
退
は
、
兼
時
の
指
示
に
従
え
と
触
れ
た
。

こ
の
年
四
月
、
平
頼
綱
は
、
成
人
し
た
執
権
貞
時
の
命
令
で
討
伐
さ

れ
、
談
議
所
の
裁
判
権
も
し
だ
い
に
前
六
波
羅
探
題
兼
時
と
時
家
に
吸
収

さ
れ
た
。
以
後
、
幕
府
が
滅
亡
す
る
ま
で
、

ま
さ
あ
き

よ
り
と
き

ひ
で
と
き

金
沢
実
政
―
同
政
顕
―
阿
蘇
随
時
―
赤
橋
英
時

と
四
〇
年
間
、
鎮
西
探
題
が
独
立
府
と
し
て
専
権
を
振
る
っ
た
。

永
仁
五
年

の
徳
政
令

永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
三
月
、
困
窮
し
た
御
家
人
を

救
済
す
る
た
め
、
徳
政
令
を
発
布
し
た
。
既
に
「
御
恩

う
け
し
ょ

の
地
」
を
他
人
に
売
却
し
た
り
、
請
所
と
い
っ
て
、
他
人
に
任
せ
っ
き
り

に
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
（
弘
安
九
年
八
月
）
が
、
重
ね
て
所
領
を
、

入
質
し
た
り
、
売
買
す
る
こ
と
を
禁
止
し
「
御
家
人
が
他
の
御
家
人
に
売

り
渡
し
た
土
地
が
、
二
〇
年
を
経
過
し
て
い
な
い
場
合
（
文
永
の
役
後
の

売
地
）
は
取
り
戻
し
て
よ
い
」、「
相
手
が
御
家
人
で
は
な
い
場
合
は
、
二

〇
年
以
上
前
に
手
放
し
た
土
地
で
も
、
取
り
戻
し
て
よ
い
」
と
い
う
、
ま

こ
と
に
、
幕
府
に
勝
手
の
よ
い
法
律
で
あ
る
。

裕
福
な
御
家
人
や
庶
民
を
犠
牲
に
し
て
、
零
細
な
御
家
人
を
一
時
的
に

救
済
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
町
の
近
辺
で
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

鋤
崎
次
郎
時
広
法
師
法
名
蓮
覚
申
す
、
亡
父
都
法
眼
祐
秀
が
遺
領
豊
前
国
大
野
井
庄

の
田
所
職
・
名
田
畠
・
在
家
等
の
事
、

右
、
永
仁
六
年
十
二
月
二
日
評
定
の
事
書
の
如
く
ん
ば
、
か
の
田
畠
等
は
徳
政
に
就

き
、
祐
秀
が
跡
に
付
け
ら
る
の
由
見
ゆ
る
と
こ
ろ
な
り
、
よ
っ
て
、
蓮
覚
配
分
せ
ら

る
べ
き
の
旨
訴
え
申
す
の
間
、
得
分
親
な
ら
び
に
田
数
の
分
限
を
尋
ね
注
進
す
べ
き

ね
じ
め

の
由
、
守
護
代
道
意
に
仰
せ
ら
る
（
以
下
略
）

（
大
隅
祢
寝
文
書
）

こ
れ
は
、
徳
政
令
で
取
り
戻
し
た
田
畑
を
め
ぐ
っ
て
、
兄
弟
が
争
い
、

裁
判
沙
汰
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
を
大
隅
の
祢
寝
氏
が
伝
存
し

た
の
は
な
ぜ
か
不
明
で
あ
る
。

鋤
崎
に
住
む
都
次
郎
の
親
祐
秀
は
、
法
眼
と
い
う
高
い
僧
位
を
も
つ
僧
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侶
で
あ
る
。
宇
佐
宮
の
神
宮
寺
で
あ
る
弥
勒
寺
領
大
野
井
庄
の
荘
官
の
一

つ
田
所
職
で
あ
る
た
め
に
は
弥
勒
寺
の
僧
侶
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
郡
名
を
苗
字
と
す
る
都
氏
は
遠
く
国
造
の
系
譜
を
ひ

く
郡
司
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
平
安
時
代
に
大
野
井
の
地
を
職
権
を

使
っ
て
開
発
し
た
開
発
領
主
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
そ
の
古
代
豪
族
が
鎌
倉

末
期
に
没
落
し
て
い
る
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

鎮
西
探
題
北
条
政
顕
は
一
二
年
後
、
次
表
の
よ
う
に
裁
定
を
下
し
た
。

田
畑
の
合
計
は
約
三
五
町
と
い
う
領
主
名
田
で
、
在
家
一
〇
宇
で
割
る

と
一
宇
当
た
り
三
町
五
反
に
も
な
る
。
上
毛
郡
の
成
恒
名
と
よ
く
似
た
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

兄
弟
へ
の
配
分
方
法
も
当
時
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
分
割
方
式
で
、

少
分
な
が
ら
女
子
に
も
財
産
譲
与
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
史
料
に
登
場
す
る
人
物
を
系
図
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

宇
都
宮
通
房

の

活

躍

宇
都
宮
城
井
氏
は
、
信
房
―
景
房
―
信
景
の
三
代
は
鎌

倉
で
暮
ら
す
こ
と
が
多
か
っ
た
ら
し
く
、
豊
前
内
外
で

史
料
を
ほ
と
ん
ど
残
し
て
い
な
い
。

こ
こ
で
、
城
井
宇
都
宮
氏
に
つ
い
て
精
力
的
に
探
究
し
て
き
た
則
松
弘

明
の
『
鎮
西
宇
都
宮
氏
の
歴
史
』
か
ら
、
三
代
の
残
し
た
史
料
を
確
認
し

て
み
よ
う
。

イ
、
宇
都
宮
信
房

承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
十
二
月
、
信
房
が
前
宇

佐
大
宮
司
公
定
を
殺
人
の
張
本
人
で
あ
る
と
訴
え
た
。
公
定
が
扶
持
人
ら

し

だ
か
う
ら

を
上
毛
郡
尻
高
浦
（
現
上
毛
町
）
へ
遣
わ
し
、
藤
原
右
馬
允
秀
忠
を
夜
討

ち
し
殺
害
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
執
権
北
条
義
時
は
惣
官
で
あ
る
大
宮

司
の
名
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。
下
手
人
で
あ
る
公
定
の
扶
持
人
の
名

を
連
ね
て
訴
え
る
べ
き
で
あ
る
と
豊
前
守
護
人
武
藤
資
頼
を
通
じ
て
伝
え

さ
せ
て
い
る
。
在
庁
官
人
で
あ
ろ
う
藤
原
秀
忠
は
か
ね
て
か
ら
宇
佐
大
宮

司
公
定
と
対
立
し
て
お
り
、
信
房
の
庇
護
を
頼
む
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。あ

と
一
つ
の
史
料
は
、
承
久
の
乱
の
恩
賞
か
、
筑
前
国
宗
像
社
領
高
向

無
留
木
・
宮
田
二
か
所
の
地
頭
職
を
得
た
と
こ
ろ
、
信
房
が
こ
れ
を
た
び

た
び
辞
退
し
て
、
も
っ
と
も
狭
小
な
西
嶋
弥
二
郎
の
所
領
と
交
換
す
る
こ

と
を
望
み
、
執
権
北
条
泰
時
も
驚
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

ロ
、
宇
都
宮
景
房

景
房
の
名
が
確
認
で
き
る
の
は
一
件
の
み
で
あ

る
。宝

治
元
年
（
一
二
四
七
）
十
月
、
い
わ
ゆ
る
宝
治
の
合
戦
で
三
浦
泰
村

が
滅
亡
し
た
後
の
恩
賞
で
あ
ろ
う
か
、
国
東
の
御
家
人
冨
来
又
次
郎
へ
下

毛
郡
是
則
名
を
与
え
た
と
こ
ろ
、「
大
和
壱
岐
入
道
昇
蓮
」
に
押
領
さ
れ

た
と
訴
え
た
か
ら
、
豊
前
前
司
武
藤
資
能
（
豊
前
守
護
）
に
調
査
報
告
を

命
じ
て
い
る
（
宇
佐
永
弘
文
書
）。

相

続

者

田

地

畑

地

在
家

都
法
眼

祐
秀

太
郎

讃
阿

次
郎
時
広
法
名
蓮
覚

三
郎
生
千

種
秀

肥
前
房
良
秀

経
弘合

計

二
町

一
二
町
七
反
二
〇

六
町
三
反

四
町
三
反

二
五
町
五
反

四
反

四
町
六
反
三
〇
代

二
町
三
反
二
〇
代

一
町
五
反

九
町
三
反

五
宇

三
宇

二
宇

一
〇
宇
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大
和
壱
岐
と
は
、
大
和
守
（
信
房
）
の
子
壱
岐
守
（
景
房
）
を
意
味
す

る
。壱

岐
守
（
任
期
は
三
、
四
年
）
に
い
つ
任
官
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、

任
官
前
は
大
和
太
郎
左
衛
門
尉
と
称
し
た
と
思
わ
れ
る
。

大
友
能
直
の
子
時
景
が
景
房
の
養
子
と
な
り
、
大
和
太
郎
兵
衛
尉
を
称

し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

野
仲
郷
は
神
封
で
あ
る
か
ら
、
地
頭
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
冨
来
氏
に
与
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
地
が
多
年
の
係
争
で
裁
定
が
困

難
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
か
、
犯
罪
を
起
こ
す
か
で
、
闕
所
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
宇
都
宮
景
房
は
そ
の
係
争
の
一
方
か
ら
譲
ら
れ
て
い
た
ら

し
い
。薩

摩
国
御
家
人
賀
児
嶋
馬
丞
の
子
息
右
近
将
監
友
尚
・
四
郎
康
忠
を
し
て
参
上
せ
し

め
候
、
馬
丞
は
阿
□
召
人
西
面
衆

預
け
候
て
薩
摩
国
に
下
し
遣
わ
し
候
也
、
入
洛
の

後
、
件
の
輩
最
前
に
ま
か
り
上
り
候
、
こ
の
旨
を
も
っ
て
見
参
に
入
れ
候
な
ハ
急
々

暇
を
申
し
帰
国
せ
し
め
給
う
べ
く
候
、
恐
々
謹
言
、

九
月
廿
九
日

武
蔵
守
御
判

壱
岐
前
司
殿

（
薩
摩
旧
記
二
、
国
分
寺
文
書
）

こ
の
史
料
は
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
ご
ろ
、
六
波
羅
探
題
北
条
泰

時
が
鹿
児
島
馬
丞
の
子
息
二
人
の
上
洛
を
、
壱
岐
前
司
に
催
促
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
壱
岐
前
司
は
景
房
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
宇
都
宮
信
房
が

島
津
庄
な
ど
に
地
頭
職
を
所
持
し
て
い
る
か
ら
、
使
節
を
命
じ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ハ
、
宇
都
宮
信
景

信
景
の
活
動
を
確
認
で
き
る
の
は
、
父
景
房
と
同

様
一
件
の
み
で
あ
る
。

正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
十
二
月
、
鎌
倉
か
ら
、「
宇
佐
宮
三
十
三
年

に
一
度
の
造
営
に
、
国
郡
の
荘
園
の
地
頭
・
名
主
等
が
権
勢
の
威
を
募

た
い
か
ん

り
、
皆
み
だ
り
に
自
由
に
対
捍
致
し
、
土
木
の
功
を
終
わ
ら
な
い
と
い
う

こ
と
だ
か
ら
、
使
者
を
関
や
国
々
の
津
に
派
遣
し
て
、
年
貢
所
当
を
運
上

す
る
船
を
点
検
し
て
、
宇
佐
宮
に
出
す
分
を
分
け
取
れ
」
と
、
豊
前
前
司

（
資
能
）
と
壱
岐
中
内
左
衛
門
尉
（
信
景
）
の
両
名
へ
指
示
が
あ
っ
た
（
宇

佐
益
永
文
書
）。
二
人
は
宇
佐
宮
造
営
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。

う

ど

ね

り

壱
岐
中
内
左
衛
門
尉
と
は
、
壱
岐
守
（
景
房
）
の
子
中
原
内
舎
人
兼
左

う

ど

ね

り

衛
門
府
の
三
等
官
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
内
舎
人
と
は
宮
中
で
宿
直
や
雑

務
を
つ
と
め
、
行
幸
の
警
護
を
行
っ
た
下
級
の
役
人
で
あ
る
が
信
頼
の
お

け
る
優
れ
た
人
物
が
選
ば
れ
た
。

す
け
よ
し

ニ
、
在
庁
官
人
宇
都
宮
通
房

信
景
が
守
護
資
能
と
と
も
に
宇
佐
宮
造

営
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
豊
前
の
在
庁
官
人
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
が
、
現
地
性
が
乏
し
い
。
こ
れ
に
対
し
、
子

息
通
房
は
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
に
は
在
国
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。

文
永
六
年
三
月
二
十
三
日
、
重
ね
て
関
東
御
下
知
に
云
う
、
壱
岐
太
郎
左
衛
門
尉
通

房
は
税
所
職
た
る
の
処
、
目
代
の
状
に
背
き
、
切
符
を
押
し
留
め
る
と
云
々
、（
以
下

略
、
弘
安
十
一
年
三
月
）、

（
太
宰
管
内
志
、
香
春
神
社
古
記
録
写
）

こ
れ
は
、
文
永
五
年
十
月
十
六
日
の
火
災
で
香
春
社
が
焼
失
し
た
た
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め
、
記
録
類
を
紛
失
し
た
の
で
、
香
春
社
神
官
ら
が
過
去
の
香
春
社
造
営

の
切
符
を
国
衙
に
求
め
た
と
こ
ろ
、
税
所
通
房
が
提
出
し
な
い
と
訴
え
た

も
の
で
あ
る
。
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
六
月
の
在
庁
種
家
・
目
代
景
永

の
返
答
書
に
は
、「
道
房
は
税
所
・
田
所
職
」
と
あ
る
。
国
衙
が
出
し
た

文
書
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
事
実
で
あ
ろ
う
。

さ
い
し
ょ
し
き

な
お
、
豊
前
国
税
所
職
は
か
つ
て
板
井
種
遠
が
所
持
し
て
い
た
。
信
房

は
種
遠
の
跡
を
拝
領
し
た
の
で
、
税
所
職
を
も
継
承
し
た
よ
う
に
い
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
史
料
に
は
「
文
書
紛
失
ノ
事
、
当
国
前
の
税
所
藤
五
大

夫
重
平
、
強
盗
の
た
め
に
焼
き
討
ち
に
逢
う
の
刻
み
、
所
持
の
文
書
等
み

し
ょ
う
け
い

な
も
っ
て
焼
失
し
候
ひ
お
わ
ん
ぬ
。
よ
っ
て
故
少
卿
入
道
殿
ノ
御
時
、

国
衙
の
文
書
御
尋
ぬ
る
の
間
、
紛
失
の
子
細
、
則
永
景
永
亡
父
・
家
房
種
家

き

し
ょ
う

亡
父
起
請
を
書
き
候
ひ
お
わ
ん
ぬ
」
と
、
前
税
所
は
藤
原
重
平
で
あ
り
、

し
ょ
う

宇
都
宮
通
房
は
重
平
の
あ
と
、
税
所
職
を
手
に
入
れ
た
ら
し
い
。
故

少

け
い卿

入
道
殿
と
は
少
弐
資
能
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

蒙
古
用
心
の
触
れ
状
は
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
二
月
に
出
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
こ
の
法
令
に
従
っ
て
、
通
房
が
下
向
し
た
の
か
、
豊
前
の
税

所
・
田
所
職
と
い
う
重
職
を
遂
行
す
る
た
め
、
早
く
か
ら
在
国
し
て
い
た

の
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
通
房
の
名
は
頻
繁
に
史
料
に

登
場
す
る
。

今
月
十
六
日
、
類
火
に
依
り
、
香
春
宮
炎
上
の
事
、
関
東
に
言
上
す
べ
き
の
由
申
さ

れ
候
と
い
え
ど
も
、
是
よ
り
と
り
申
し
上
ぐ
る
に
及
ば
ず
、
た
ま
た
ま
、
社
家
の
雑

掌
言
上
せ
ら
る
の
由
仰
せ
ら
れ
候
、
然
ら
ば
、
社
家
よ
り
言
上
致
す
べ
き
か
、
恐
煌

謹
言
、

し
ゃ

み

文
永
五
年
十
二
月
二
十
七
日

沙
弥
尊
覚

（
香
春
神
社
縁
起
）

こ
の
文
書
は
元
禄
ご
ろ
の
写
し
で
あ
る
か
ら
、
通
房
が
こ
の
こ
ろ
出
家

し
て
い
た
か
ど
う
か
、
疑
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
実
な
ら
ば
、
通
房

の
在
国
が
い
っ
そ
う
確
実
と
な
る
。

安
達
盛
宗
の
使
者

通
房
に
つ
い
て
、
次
の
史
料
は
注
目
に
値
す
る

が
、
従
来
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

Ａ

異
国
征
伐
の
事
、
今
年
二
月
二
十
日
の
大
宰
少
弐
殿
の
御
奉
書
案
、
同
二
十
八

日
の
城
次
郎
殿
の
御
奉
書
案
、
已
上
三
通
、
謹
ん
で
も
っ
て
拝
見
仕
り
候
ひ
わ
ん

ぬ
、そ

も
そ
も
、
仏
道
房
、
城
次
郎
殿
の
御
使
い
、
鎌
倉
ま
い
ら
れ
て
候
、
持
蓮
分

ま
い

の
注
進
状
こ
れ
を
進
ら
せ
候
、
恐
々
謹
言
、

（
建
治
二
年
）三
月
十
一
日

持
蓮
（
花
押
）

進
上

惣
公
文
殿

（
石
清
水
文
書
）

Ｂ

三
月
二
十
五
日
の
御
礼
、
閏
三
月
一
日
（
来
）

到
□
、
謹
ん
で
承
り
候
ひ
お
わ
ん
ぬ
、

き
ょ
う
み
ょ
う
な
ら

そ
も
そ
も
、
仰
せ
を
蒙
り
候
人
数
交

名
�
び
に
田
□
注
文
、
御
催
促
の
旨
に
任

せ
、
注
進
せ
し
め
□
、
兼
ね
て
又
、
御
登
り
の
時
子
息
に
候
進
候
□
、
見
参
に
罷

り
入
れ
ず
候
け
る
哉
覧
、
恐
々
謹
言
、

（
建
治
二
年
）閏
三
月
一
日

左
衛
門
尉
頼
房
（
花
押
）

（
石
清
水
文
書
）

第２章 鎌 倉 時 代

495



Ａ
は
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）、
高
麗
渡
海
計
画
の
た
め
、
動
員
で
き

る
人
数
や
所
領
田
数
の
申
告
な
ど
の
命
令
に
つ
い
て
、
返
答
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
入
道
道
房
が
肥
後
国
守
護
代
安
藤
盛
宗
の
使
者
と
し

て
鎌
倉
へ
行
っ
た
と
あ
る
。

Ｂ
の
史
料
も
こ
れ
に
関
連
し
て
い
る
。
通
房
の
嫡
男
で
あ
る
頼
房
の
初

見
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
石
清
水
八
幡
宮
は
宇
佐
弥
勒
寺
を
支
配
し
て
い

た
か
ら
、
同
寺
領
肥
後
国
山
鹿
郡
泉
本
庄
の
代
官
職
を
通
房
が
請
け
負
っ

て
い
た
ら
し
い
。
頼
房
は
通
房
の
代
理
人
す
な
わ
ち
又
代
官
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

通
房
は
守
護
安
達
泰
盛
と
子
息
盛
宗
と
の
連
絡
役
を
勤
め
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
肥
後
国
で
の
こ
の
よ
う
な
実
績
が
、
一
二
八
五
年
の
霜
月
騒

動
後
、
執
権
北
条
貞
時
所
持
国
と
な
っ
た
肥
後
国
の
守
護
代
に
選
任
さ
れ

る
理
由
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
安
達
氏
と
深
い
関
係
を
持
つ
通
房
が
、
騒
動
に
巻
き
込
ま

れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

む
し
ろ
、
足
立
五
郎
左
衛
門
尉
遠
氏
跡
で
あ
る
宇
佐
郡
佐
田
庄
を
、
安

雲
村
の
代
わ
り
と
は
い
え
、
宛
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
頼
綱
方
に

付
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
川
添
昭
二
は
当
時
武
士
た
ち
は
二
者
択
一

の
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（『
弘
安
八
年
筑
前
国
岩
門
合
戦
に

つ
い
て
』）。
城
井
通
房
の
如
才
な
い
政
治
感
覚
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）、
通
房
は
、
上
毛
郡
吉
富
名
内
の
土
地
を
め

ま
さ
の
り

ぐ
っ
て
、
多
年
争
っ
て
き
た
一
族
の
西
郷
信
定
と
山
田
政
範
と
の
間
に

入
っ
て
、
和
与
（
示
談
）
を
成
立
さ
せ
た
。

蒙
古
合
戦
に
勲
功

弘
安
の
役
の
勲
功
の
賞
を
得
た
人
々
で
は
薩
摩
前

司
入
道
尊
覚
は
武
藤
四
郎
盛
資
（
資
経
の
弟
）
に
次
い
で
二
番
目
に
書
き

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
通
房
が
薩
摩
守
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
弘
安
三
年
の
西
郷
信
定
和
与
状
に
は
壱
岐
太
郎
左
衛
門
尉
と
あ
る
。

み
ょ
う
こ
く

し

弘
安
の
役
の
勲
功
で
名
国
司
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
受
領
は
源
頼

朝
時
代
は
源
氏
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
北
条
氏
が
知
行
国
の
武
蔵

守
・
相
模
守
な
ど
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
信
房
の
大
和
守
任
官
な

ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
三
、
四
年
で
任
期
切
れ
と
な
る

か
ら
、
以
後
は
前
司
を
称
す
。

肥
後
国
守
護
代

安
達
泰
盛
が
滅
亡
し
、
肥
後
国
守
護
職
が
執
権
直
属

と
な
る
と
、
通
房
が
守
護
代
と
な
っ
た
。
阿
蘇
文
書
で
は
「
守
護
薩
摩
入

し

ぎ
ょ
う

道
施
行
」
と
押
し
紙
に
書
い
て
い
る
。
北
条
貞
時
の
守
護
は
名
目
だ
け

で
、
通
房
が
現
地
で
は
事
実
上
の
守
護
と
し
て
扱
わ
れ
た
。

と
く
そ
う

得
宗
（
北
条
氏
嫡
流
）
の
代
官
と
し
て
当
時
有
名
で
あ
っ
た
の
が
安
東

平
右
衛
門
入
道
蓮
聖
で
あ
る
。
得
宗
領
天
雨
田
庄
の
代
官
も
安
東
氏
で
あ

る
が
、
蓮
聖
の
一
族
と
考
え
ら
れ
る
。
蓮
聖
は
全
国
各
地
の
得
宗
守
護
国

う

の
守
護
代
や
、
得
宗
領
荘
園
・
国
衙
領
の
代
官
を
務
め
、
有
徳
人
（
裕
福

で
善
行
者
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
代
官
請
負
業
者
で
あ
っ

た
。
逆
を
言
え
ば
、
有
徳
人
が
代
官
に
選
ば
れ
た
。
通
房
も
そ
の
有
徳
人

の
一
人
で
あ
っ
た
。

通
房
の
後
任
の
肥
後
国
守
護
代
も
安
東
四
郎
左
衛
門
尉
と
言
っ
た
。
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鎮
西
談
議
所
頭
人

通
房
が
肥
後
国
守
護
代
に
起
用
さ
れ
て
ま
も
な

く
、
博
多
に
四
奉
行
に
よ
る
談
議
所
が
設
置
さ
れ
た
。
筑
前
国
守
護
少
弐

経
資
・
豊
後
国
守
護
大
友
頼
泰
・
肥
後
国
守
護
代
城
井
通
房
・
日
向
国
守

護
代
渋
谷
重
郷
の
四
人
が
寄
り
合
い
、
九
州
の
裁
判
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
裁
判
の
た
め
に
、
六
波
羅
や
鎌
倉
へ
出
か
け
て
、
異
国
警
固
に
支
障

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
の
で
あ
る
。
四
人
の
構
成
は
守
護
ク
ラ

ス
御
家
人
二
人
と
北
条
氏
御
内
人
二
人
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ
の
制
度

は
、
鎮
西
探
題
が
設
置
さ
れ
て
も
、
し
ば
ら
く
持
続
さ
れ
、
し
だ
い
に
、

裁
判
権
は
北
条
氏
の
も
と
に
吸
収
さ
れ
た
。

宇
佐
宮
造
営
奉
行

正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
六
月
、
鎌
倉
よ
り
、
通

房
・
少
弐
経
資
両
人
へ
宇
佐
宮
造
営
奉
行
に
命
ず
る
御
教
書
が
出
さ
れ

た
。こ

れ
は
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
の
先
例
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
（
宇

佐
宮
記
）。

筑
後
国
守
護

永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
六
月
、
通
房
は
宇
佐
宮
に
神

馬
一
疋
を
寄
進
し
て
い
る
。
そ
の
写
し
文
書
の
端
に
「
筑
後
国
守
護
薩
摩

入
道
送
文
」
と
朱
書
し
て
い
る
（
益
永
文
書
）。
こ
れ
が
筑
後
守
護
職
補

任
の
唯
一
の
手
掛
か
り
で
あ
る
が
、
子
息
頼
房
が
の
ち
に
筑
後
守
護
と

な
っ
て
い
る
こ
と
と
関
連
さ
せ
て
、
こ
の
こ
ろ
そ
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
永
仁
三
年
ま
で
の
間
に
は
、
同
元
年
、
内
管
領
平
頼
綱
が
執
権

の
命
令
で
討
伐
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
を
境
に
し
て
通
房
の
肥
後
守
護

代
か
ら
筑
後
守
護
へ
の
栄
進
を
み
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

ホ
、
宇
都
宮
頼
房

通
房
の
活
動
は
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
か
ら
永

仁
三
年
（
一
二
九
五
）
六
月
ま
で
二
七
年
間
追
跡
で
き
る
。
文
永
五
年
ご

ろ
既
に
出
家
し
て
い
た
ら
し
い
か
ら
、
か
な
り
高
齢
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。正

安
元
年
（
一
二
九
九
）
の
鎮
西
引
付
（
旧
典
類
聚
）
に
、
通
房
の
名

が
み
え
な
い
。
既
に
死
去
し
て
い
た
ら
し
い
。

二
番
引
付
の
三
番
目
の
「
薩
摩
六
郎
左
衛
門
尉
」
が
頼
房
の
こ
と
ら
し

い
。な

お
「
佐
田
系
図
」
に
は
通
房
の
子
に
太
郎
盛
房
・
次
郎
経
房
・
八
郎

道
氏
・
九
郎
実
景
が
い
た
。
史
料
に
は
、
盛
房
は
「
薩
摩
太
郎
左
衛
門
尉

盛
房
」
と
み
え
、
岩
門
合
戦
の
勲
功
賞
と
し
て
、
壱
岐
瀬
戸
浦
の
預
所
職

を
得
て
い
る
。

経
房
は
「
薩
摩
次
郎
左
衛
門
尉
経
房
」
と
み
え
、
正
安
元
年
（
一
二
九

九
）
八
月
、
下
毛
郡
野
仲
郷
全
得
・
世
永
両
名
を
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）

六
月
の
神
領
興
行
の
綸
旨
で
、
宇
佐
宮
が
取
り
戻
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

経
房
が
濫
妨
し
た
と
訴
訟
に
な
り
、
経
房
は
「
由
緒
有
り
て
知
行
せ
し
む

と
い
え
ど
も
、
敬
神
の
た
め
、
別
儀
を
も
っ
て
当
宮
へ
去
り
進
じ
候
」
と

い
う
請
け
文
を
出
し
て
い
る
（
到
津
文
書
）。

ま
た
、
次
の
二
通
も
経
房
の
こ
と
ら
し
い
。

Ａ

薩
摩
次
郎
左
衛
門
入
道
教
蓮
代
願
蓮
申
す
肥
前
国
長
嶋
庄
上
村
地
頭
浦
右
衛
門

二
郎
三
郎
公
村
、
同
庄
の
内
、
楢
崎
村
を
濫
妨
す
る
由
の
事
、
重
ね
て
の
訴
状
具

書
か
く
の
如
し
、
先
度
そ
の
沙
汰
有
り
と
い
え
ど
も
事
行
か
ず
と
云
々
、
且
つ
は
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尋
ね
成
敗
せ
し
め
、
且
つ
は
注
申
せ
ら
る
べ
く
候
、
仍
っ
て
執
達
件
の
如
し
、

弘
安
五
年
四
月
廿
五
日

（
北
条
時
国
）左
近
将
監
御
判

（
北
条
時
村
）陸
奥
守

御
判

大
宰
少
弐
殿

Ｂ

六
波
羅
殿
の
御
教
書
を
申
し
下
さ
れ
候
楢
崎
の
事
、
長
嶋
上
村
地
頭
、
未
だ
陳

状
に
及
ば
ず
候
の
間
、
重
ね
て
触
れ
遣
わ
す
所
か
く
の
如
し
、
返
事
到
来
の
時
、

子
細
を
申
す
べ
く
候
、
恐
々
謹
言
、

（
弘
安
五
年
）六
月
十
六
日

少
弐
経
資
在
判

謹
上
薩
摩
次
郎
左
衛
門
入
道
殿

（
肥
前
、
小
鹿
島
文
書
）

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
文
永
の
役
勲
功
の
賞
と
し
て
、
杵
島
郡
長
島
庄
楢

崎
村
を
、
経
房
が
得
た
が
、
浦
公
村
が
濫
妨
し
て
知
行
で
き
な
い
と
六
波

羅
探
題
に
訴
え
た
。
し
か
し
、
裁
判
が
進
ま
な
い
の
で
、
経
房
が
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
、
公
村
か
ら
陳
述
書
が
出
て
い
な
い
と
、
肥
前
守

護
少
弐
経
資
か
ら
経
房
へ
連
絡
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
城
井
通
房
は
六
番
目
の
子
を
惣
領
と
し
た
ら
し
い
。
こ
う
し
た

こ
と
は
当
時
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
大
友
貞
宗
は
成
人

し
た
二
郎
貞
順
、
三
郎
貞
載
を
さ
し
お
い
て
、
幼
少
の
千
代
松
丸
に
全
財

産
を
譲
っ
て
い
る
。
頼
房
に
城
井
氏
を
統
率
す
る
器
量
を
認
め
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

筑
後
守
護

頼
房
は
、
父
通
房
が
武
藤
盛
経
の
筑
前
国
守
護
転
出
の
跡

ぶ

に
ん

を
継
い
で
永
仁
元
年
ご
ろ
か
ら
死
ぬ
ま
で
補
任
さ
れ
て
い
た
筑
後
国
守
護

職
を
継
承
し
た
ら
し
い
が
、
確
実
な
史
料
は
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
か

ら
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
過
ぎ
ま
で
と
さ
れ
る
。

嘉
元
三
年
三
月
前
後
は
頼
房
は
大
和
守
在
任
中
ら
し
い
。
こ
れ
が
延
慶

二
年
（
一
三
〇
九
）
に
は
大
和
前
司
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
、
祖
父
中

内
左
衛
門
入
道
定
空
（
信
景
）
の
置
き
文
に
従
っ
て
、
田
川
郡
柿
原
名
地

頭
職
を
壱
岐
三
郎
入
道
覚
実
か
ら
取
り
戻
し
て
い
る
。
覚
実
が
他
人
に
渡

し
た
こ
と
が
置
き
文
に
違
反
し
た
と
訴
訟
を
起
こ
し
て
勝
訴
し
た
の
で
あ

る
。鎮

西
引
付
衆

永
仁
七
年
（
一
二
九
九
）
か
ら
鎮
西
評
定
衆
や
引
付
衆

の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
鎮
西
探
題
金
沢
実
政
の
こ
ろ
、
頼
房

は
二
番
引
付
の
三
番
目
に
位
置
し
て
い
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
稗
田

四
郎
次
郎
が
い
る
。
川
添
昭
二
は
本
郡
稗
田
の
御
家
人
で
豊
前
の
守
護
金

沢
実
政
の
被
官
と
な
っ
て
起
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る

か

も

ん

（『
鎮
西
評
定
衆
及
び
同
引
付
衆
・
引
付
奉
行
人
』）。
ま
た
、
長
門
掃
部
左

衛
門
尉
は
豊
前
守
護
代
ら
し
い
（
益
永
文
書
）。

ま
さ
あ
き

よ
り
と
き

次
の
探
題
政
顕
・
随
時
と
英
時
の
前
半
は
三
番
引
付
の
二
番
目
で
あ
っ

た
頼
房
は
、
英
時
の
後
半
（
一
三
二
七
年
こ
ろ
）
に
は
名
が
み
え
な
い
。

筑
後
国
守
護
を
引
退
し
、
隠
居
し
た
ら
し
い
。

次
の
史
料
は
頼
房
が
ま
だ
筑
後
の
守
護
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る

も
の
で
、
豊
前
の
御
家
人
に
対
す
る
使
節
は
別
符
孫
太
郎
種
房
が
務
め
て

い
る
。肥

前
国
神
崎
庄
櫛
田
宮
修
理
別
当
理
善
代
唯
観
申
す
、
当
庄
一
分
地
頭
土
窪
五
郎
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① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

隆
房 

豊
房 

公
景 

房
家 

友
保 

家
綱 

直
綱 

高
房 

（
佐
田
） 

（
冬
綱
・
守
綱
） 

（
如
法
寺
） 

盛
綱 

家
尚 

尚
直 

盛
直 

秀
直 

正
房 

長
房 

信
政 

（
西
郷
） 

業
政 

家
房 

（
山
田
） 

政
房 

（
藤
原
） 

兼
家 

道
兼 

道
長 

兼
隆 

兼
房 

宗
円 

（
一
万
田
） 

時
景 

範
資 

範
景 

信
房 

景
房 

信
景 
通
房 

頼
房 

盛
房 

経
房 

宗
房 

宗
綱 

朝
綱 

成
綱 
頼
綱 

泰
綱 

景
綱 

貞
綱 

公
綱 

氏
綱 

基
綱 

資
信 

信
定 

鎮
房 

朝
房 

兼
直
代
資
直
造
営
用
途
を
対
捍
す
る
由
の
事

右
、
庄
役
と
し
て
弁
済
す
べ
き
の
由
度
々
仰
せ
ら
る
の
処
、
兼
直
無
音
の
間
、
大
和

前
司
頼
房
に
仰
せ
重
ね
て
催
促
を
加
え
る
の
処
、
頼
房
執
り
進
ず
る
資
直
の
元
亨
二

け
ち

げ

年
十
月
廿
八
日
の
請
け
文
の
如
く
ば
、
皆
済
せ
し
む
と
云
々

て
へ
れ
ば
、
結
解
を

遂
げ
、
未
進
あ
ら
ば
究
済
せ
し
む
べ
き
也
と
、
仰
せ
に
依
り
下
知
件
の
如
し
、

元
亨
四
年
十
月
廿
五
日

（
北
条
英
時
）

修
理
亮
平
朝
臣
（
花
押
）

（
肥
前
櫛
田
神
社
文
書
）

こ
れ
は
、
筑
後
の
御
家
人
土
窪
五
郎
兼
直
が
蒙
古
勲
功
の
地
神
崎
庄
一

分
地
の
櫛
田
宮
造
営
料
納
入
実
否
の
調
査
報
告
を
頼
房
に
命
じ
た
も
の

で
、
他
に
神
山
藤
三
郎
・
長
田
五
郎
助
益
・
今
村
次
郎
入
道
あ
て
の
書
状

に
も
使
節
を
務
め
て
い
て
、
守
護
職
で
な
く
と
も
、
元
亨
二
年
（
一
三
二

二
）
十
一
月
ご
ろ
、
依
然
と
し
て
筑
後
国
と
関
係
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
。

神
領
興
行
令

安
達
泰
盛
の

弘
安
徳
政

弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
六
月
、
甲
乙
人
（
名
を
あ
げ

る
必
要
も
な
い
一
般
庶
民
）
ら
の
神
領
所
有
を
停
止

し
、
元
の
社
家
に
返
付
す
る
法
を
発
布
し
、
十
一
月
、
明
石
行
宗
・
長
田

教
経
・
兵
庫
政
行
の
三
人
の
「
徳
政
の
御
使
」
が
博
多
に
派
遣
さ
れ
、
翌

年
正
月
か
ら
、
守
護
・
在
庁
を
指
揮
し
て
秋
ま
で
に
作
業
を
終
え
た
（
海

津
一
朗
『
中
世
の
変
革
と
徳
政
』）。

し
か
し
、
十
一
月
に
平
頼
綱
が
安
達
泰
盛
を
滅
ぼ
し
て
、
こ
の
改
革
を

後
退
さ
せ
、
既
に
関
東
の
御
使
が
出
し
た
下
知
状
は
無
効
と
さ
れ
た
。

永
仁
の
神
領

興
行
綸
旨

永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
の
徳
政
令
は
御
家
人
の
み
を

対
象
に
す
る
法
令
で
あ
っ
た
か
ら
、
公
家
政
権
側
か
ら

激
し
い
反
発
が
起
こ
り
、
伏
見
天
皇
は
神
領
興
行
法
を
発
し
た
。

し
か
し
現
実
は
武
士
の
抵
抗
の
た
め
幕
府
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
実
効

を
み
な
か
っ
た
。

正

和

の

神
領
興
行

幕
府
は
北
条
貞
時
の
遺
言
と
称
し
て
、
正
和
元
年
（
一

三
一
二
）、
鎮
西
五
社
（
宇
佐
・
箱
崎
・
高
良
・
香
椎
・

図４―３ 紀井宇都宮系図
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安
楽
寺
）
興
行
を
発
表
し
、
安
富
長
嗣
・
斎
藤
重
行
・
明
石
盛
行
を
鎌
倉

か
ら
派
遣
し
、
訴
訟
の
受
付
、
尋
ね
沙
汰
、
強
制
執
行
を
二
年
余
精
力
的

に
行
っ
た
。
そ
の
件
数
は
残
存
史
料
だ
け
で
も
七
〇
件
に
達
す
る
と
い

う
。
ほ
と
ん
ど
が
宇
佐
宮
・
弥
勒
寺
領
で
占
め
ら
れ
、
大
友
・
宇
都
宮
・

少
弐
な
ど
有
力
御
家
人
の
一
族
や
被
官
（
下
人
・
所
従
・
所
領
住
人
な
ど
）

が
法
の
適
用
を
う
け
て
い
る
。
宇
都
宮
一
族
の
適
用
を
表
に
す
る
と
次
の

ご
と
く
で
あ
る
。

ひ
で

こ
の
神
領
興
行
で
、
本
町
出
身
の
久
保
六
郎
種
栄
が
下
毛
郡
穴
石
郷
の

く
ろ
う
ず

黒
水
・
吉
武
両
名
五
町
ば
か
り
の
地
頭
職
に
つ
い
て
大
神
氏
に
訴
え
ら

れ
、
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
八
月
、
鎮
西
探
題
北
条
随
時
の
裁
定
で
、

御
家
人
側
が
勝
訴
す
る
と
い
う
希
な
例
が
あ
る
。
次
の
系
図
は
、
久
保
氏

と
宇
佐
宮
神
官
と
の
関
連
を
長
文
の
裁
許
状
か
ら
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。久

保
種
栄
が
、
宇
佐
宮
の
神
官
や
弥
勒
寺
の
僧
侶
と
深
い
つ
な
が
り
が

あ
る
こ
と
が
、
こ
の
系
図
に
よ
っ
て
よ
く
分
か
る
。

べ
ん

さ

し

し
き

ぶ

久
保
氏
が
宇
佐
宮
領
貫
庄
の
荘
官
の
一
つ
で
あ
る
弁
済
使
職
と
、
弁
分

名
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
宇
佐
宮
と
の
関
係
が
深
ま
り
、
下
毛
郡

へ
も
進
出
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡

北
条
得
宗

家
の
専
制

と
く

北
条
氏
の
中
で
も
、
執
権
の
座
に
就
く
嫡
流
の
家
を
得

そ
う宗

と
言
う
。
時
頼
―
時
宗
の
こ
ろ
か
ら
他
氏
を
圧
倒
す

る
権
力
を
集
中
さ
せ
、
元
寇
の
後
に
は
異
国
警
固
の
名
の
下
に
九
州
へ
一

挙
に
そ
の
力
を
浸
透
さ
せ
た
。

鎌
倉
時
代
の
大
蔵
久
保
氏
と
宇
佐
宮
と
の
関
係
図

大
神
宮
直

少
宮
司
兼
祝

智
仁

御
許
山
権
座
主

貫
尼
禅
阿

中

子

六
郎
種
俊

権
少
宮
司

宇
佐
持

輔

久
保
三
郎
種
家
法
名
道
恵

六
郎
種
栄

○

修
阿

女

子

○

尼
瞻

阿

尼
慈

恩

御
前
検
校

神

秋

社
僧

神

行

明
海
房

源
意

大
神
女
子

論

人

論

所

訴

人

裁
許
年
月
日

典
拠

山
田
中
内
政
盛

黒
土
庄
内
小
石
原

弥
勒
寺
供
僧
賢
親

正
和
二
・
二
・
二
〇

宮
成

山
田
彦
三
郎
政
康

下
毛
郡
四
郎
丸
名
内

神
官
並
頼
・
道
吽

正
和
二
・
三
・
一
二

益
永

〃

下
毛
郡
四
郎
丸
名
内

神
官
宇
佐
実
世

正
和
二
・
七
・
二
七

益
永

山
田
千
世
房
丸

下
毛
郡
久
枝
名

権
検
校
高
舜

正
和
二
・
八
・
一
二

小
山
田

宇
都
宮
頼
房

下
毛
郡
木
原
村
稲
重
名
内

神
官
宇
佐
忠
世

正
和
一
・
一
二
・
二
七

到
津

又
三
郎
・
九
郎
三
郎
頼
房
下
人

上
毛
郡
是
吉
名
内

官
人
代
宗
朋

正
和
二
・
六
・
二
二

奥

大
和
八
郎
信
茂

上
毛
郡
三
毛
門
大
路
田

神
官
田
部
盛
継

正
和
二
・
六

宮
成

山

二
郎
重
安
頼
房
領
住
人

宇
佐
郡
葛
原
郷
光
方
名
内

神
官
公
親

正
和
二
・
八
・
一
六

到
津

野
仲
次
郎
太
郎
道
雄

下
毛
郡
麻
生
郷
藍
原
屋
敷

神
官
実
世

正
和
二
・
六
・
一
二

永
弘

野
仲
道
性
房
円
空

下
毛
郡
全
得
名
・
世
永
名

神
官
愛
輔

正
和
二
・
六
・
二
二

永
弘

野
仲
原
次
郎
道
興

宇
佐
郡
高
家
郷
大
根
河
免
田

神
官
屋
形
諸
成

正
和
二
・
八
・
二
七

屋
形

野
仲
次
郎
太
郎

下
毛
郡
自
見
名
并
今
永
田
地

供
僧
神
堯

元
応
元
・
八
・
一
九

北

第４編 中 世

500


